
たのしむグループの取組について
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１ 「楽しむ」という言葉の捉え

２ 「楽しむ力」を育むために必要なこと

① 授業づくり研修会
② 生涯学習奨励員の活用

夏のセミナー

たのしむワーキンググループの取組

Ⅱ
期

Ⅰ
期

３ 生涯学習力を育む授業実践



１「楽しむ」という言葉の捉え

Ⅰ期



ミニビデオ研修会
児童生徒の「楽しむ姿」を

見つけよう
R2・7月 ９月 １２月

「楽しむ力」

１「楽しむ」という言葉の捉え

⇒ 自ら活動に向かうための原動力
⇒ 人とつながり、集団の中で発揮される力

楽しい活動
活動を
楽しむ力



２「楽しむ力」を育むために
必要なこと

Ⅰ期



・夢や願いが実現されている状態は、
「楽しむ力」が発揮されている状態

・教師も子どもも一緒になって、造形活
動を楽しむことが必要

２ 楽しむ力を育むために必要なこと

夏のセミナーシンポジウム 『楽しむ力』を育むために必要なこと

Graphic recording ｂｙ NPO法人「アーツセンターあきた」 齊藤

夏のセミナーでいただいた助言

秋田公立美術大学准教授 安藤 郁子 先生

秋田大学教職大学院教授 長瀬 達也 先生

秋田県生涯学習センター社会教育主事補 栗田 寿 先生

・学校以外にも「楽しむ力」を培い、発揮
できる場がある。



・幅広い経験・没頭する経験 ・様々な人との関わり

２ 「楽しむ力」を育むために必要なこと

新たな発見や気付き

興味・関心の広がり

生涯学習



３ 生涯学習力を育む授業実践

①授業づくり研修会

Ⅱ期



・地域の方と一緒になって、児童の学びを支える。

小学部ふたば図画工作科
「びりびり ぺたぺた」

R2/9/4

授業づくり研修会

・研究協力者
・放課後等児童デイサービス担当職員
・生涯学習センター職員
・生涯学習奨励員

目的

・授業参観を通して、児童の実態把握をする。
⇒ ワークショップで児童の夢や願いを共有する。
⇒ 夢や願いを達成するために必要なことを話し合う。
⇒ それぞれの立場でできることについて検討する。

内容

参加者

３ 生涯学習力を育む授業実践
① 授業づくり研修会



子どもの願いを達成するために、生涯学習力を育むた
めに、「地域」でできること、学校でできることがある。

「子どもたちの生涯学習に関わりたい、子どもたちの
ニーズに応えたい」という地域の声がある。

小学部ふたば図画工作科
「びりびり ぺたぺた」

授業づくり研修会を通して分かったこと

児童生徒には、すでに育まれている「楽しむ力」がたく
さんある。

⇒ 児童の姿の見取り方

⇒ 計画段階からの活用
地域の方と一緒に私の応援計画を作成する。

⇒ 生涯学習奨励員の活用

３ 生涯学習力を育む授業実践
① 授業づくり研修会



３ 生涯学習力を育む授業実践
① 授業づくり研修会



教育的
ニーズ

社会の要請
保護者の
願い

児童の願い

教師の願い

地域

３ 生涯学習力を育む授業実践
① 授業づくり研修会

個別の教育支援計画「私の応援計画」を地域の方と一緒に作成する。



Ⅱ期

３ 生涯学習力を育む授業実践

②生涯学習奨励員の活用



作りたいものの
イメージを広げる

関わり

生涯学習奨励員の活用

小学部図画工作科
「わくわくねんどランド」

３ 生涯学習力を育む授業実践
② 生涯学習奨励員の活用



生涯学習

教科の目標の
達成は？

題材や授業ごとのねらいを明らかにし
た上で活用の方法を検討する。

３ 生涯学習力を育む授業実践
② 生涯学習奨励員の活用



たのしむワーキンググループからの提案

生涯学習力

学ぶ楽しさ 地域と共に


